
飯山商工会議所 経営発達支援事業評価委員会 （会議顛末） 

           

           令和４年 5月 17日(火) 午前 10時 30分～ 

           飯山商工会議所 2階会議室 

  

１ 開  会   南澤事務局長 10：30開会 

 

２ あいさつ  木内専務理事より 

         本委員会は令和 3 年度事業報告とその評価、令和 4 年度の事業計画ご審議いた

だきたい。また、コロナ禍における小規模事業者への今後の支援についてご教示願

いたい。 

        ※新年度となり異動もあることから、自己紹介をお願いした 

  

３ 協議事項 

（１） 令和３年度飯山商工会議所経営発達支援事業の報告と評価について 

   資料に基づき、内堀相談所長より実績の報告を行った。 

事業者のニーズ調査では、商工会議所に対しての評価も加えており、参考に提示 

令和 3年経営発達支援事業の事業成果について 4段階で評価を記入いただいた。 

 

（２） 令和 4年度飯山商工会議所経営発達支援事業について 

      資料に基づき、内堀相談所長より計画の説明を行った。特にインボイス制度の概要理解

と準備について進めていきたいと説明。木内専務理事より、立場的にはインボイス制度導

入には反対であるが、制度が進められることを想定しての準備であることの説明がされ

た。 

 

４ 当地域小規模事業者における課題等について意見交換 

 【長野信用金庫中澤支店長】 

   しんきんビジネスフェアで感じたこと。地元志向、地域の食材にこだわりを求める事業者が多

くなったと感じた。商談会という名前ではなく「フェア」であったことから、気軽に名刺交換で

きる場を提供できたのではないかと感じた。 

 

【長野県連吉村広域専門指導員】 

  ＩＴ導入、ＤＸなど事業者にとっての課題がどんどん高いところに行っている気がする 

特に専門的な知識による支援が必要な時代となった。レベルアップできる支援を考えていき

たい。 

 



 【飯山市商工観光課小野課長】 

   飯山市 6 月補正予算にてプレミアム商品券の発行を提案。商品券事業の非接触化に向けて検

討を始めている 

 

  【保証協会北澤支店長】 

   保証協会は直接事業者との接点が少ないので、生の声が届きにくいといわれている組織です 

フォローアップでの巡回時には、ぜひ声かけて欲しい。 

菜の花まつりに行ってみた。人出も多く、徐々に経済も戻っていると感じている 

最近では横文字に戸惑うことも多く、わかりやすい言葉での発信も大事だと考えている。 

 

  【北信地域振興局大久保課長】 

   県内は医療警報がでているが、コロナの状況と経済の両方を回していくという声が多い。 

コロナだけでなく、物価高、原油高、ウクライナ情勢に対しての運転資金の用意も始めている。 

 

  【日本公庫宮川事業統轄】 

   飯山商工会議所の創業支援は丁寧に行われていると感じている。七尾の創業カレッジもフォ

ローアップが丁寧にされていて事業の継続も順調である。また、南信の地ビール工場の創出も 

   商工団体、地域金融機関、日本公庫の連携で実現した事例。このような連携を続けていきたい。 

   事業承継については、すべて一律にまとめられないが、引き継ぐ側が修行にはいるなど丁寧な

支援も心掛けている。コロナ後の支援についても前向きにとりくんでいく所存 

 

  【八十二銀行安田支店長】 

   当銀行の事務職をなくす方針となった。すべて総合職として採用する方向で、時代とともに変

動していくことはある程度仕方ないこと。銀行内もすべてオフィス 365 の対応ができるよう

準備を進めている。脱炭素だけでなく SDGｓへの取組支援もして欲しい 

 

  【伊藤中小企業診断士】 

   難しい事をわかりやすく伝えることがとても大切。ガラケーが無くなり、スマホに移行する方

は多くなると考える。こうした中、ホームページは見ないとする答えに対応して「QR コード」

での対応を考えるなどしてはいかがか。今後は情報共有を増やす場づくりも必要。フェイスブッ

クやインスタといった SNSをコミュニケーションツールで活用するのも新たな取組になるので

は？ 

 

 

５ 閉  会    南澤事務局長  12：10 閉会 


